


１ 単元名  連立方程式（第２学年，「Ａ 数と式」） 

 

２ 単元について 

第１学年では，未知数が１つである一元一次方程式について，文字や解の意味，等式の性質を使った

方程式の解き方，方程式を利用して問題を解決することを学習している。本単元では，一元一次方程式

の学習を踏まえて，二元一次方程式とその解の意味や二元一次方程式を連立させることの必要性と意味

などについて理解を深め，解を求めることができるようにすること，具体的な場面で連立二元一次方程

式を活用できるようにすることがねらいである。 

第１学年の一元一次方程式の学習においては，求める値が２つある問題を扱ったが，そのときは求め

る値をそれぞれ同じ１つの文字を用いて表すことが必要であった。しかし，第２学年では求める値が２

つの場合は，はじめから異なる２つの文字を用いて立式し，それらを連立させる。また，その連立方程

式の解を求めることができるようにする。連立二元一次方程式の解法の要点は，２つの文字のどちらか

１つを消去して，既習事項の一元一次方程式に帰着させることにある。その消去の方法としては，加減

法と代入法がある。この際，方程式を解くことについて，第１学年で学習した一元一次方程式と関連付

け，学び直しの機会を設けることに配慮して指導していきたい。 

さらに，本授業では，身のまわりにある事象に関連したやや複雑な問題を，連立方程式を利用して解

決する学習をすることになる。方程式を用いて，具体的な問題を解決するに当たっては，着目する数量

によって様々な方程式が立てられること。また，変数の数と方程式の数が一致していることが方程式の

解が一通りに定まるために必要であることなどに気付き，連立二元一次方程式を見通しをもって的確に

活用することができるように指導していきたい。 

 

３ 生徒の実態 

（１）調査結果の分析 
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＜確認テスト＞（２年 A 組 32 名，5 月下旬実施） 

１ 次の方程式を解きなさい。 

（１） 2x = −6 

（２） x − 7 = −2 

（３） 4x + 3 = −2x + 9 

２ 次の数量を表す式を書きなさい。 

 （１） １本 x 円のジュース５本の代金 

 （２） ４人が a 円ずつ出して,500 円の品物を買ったときの残金 

３ １個 100 円のりんごと，１個 150 円のももをあわせて 10 個買うと，代金は 1200 円にな

りました。りんごを x 個買ったとして方程式をつくり，それぞれ何個買ったか求めなさい。 



（２）授業展開学級について 

本学級の在籍生徒は男子 13 名，女子 19 名，合計 32 名である。元気で明るく，男女の仲が良く，

活発なクラスである。学習面では，自習では私語はほとんどなく，静かに集中して取り組める一面も

ある。ただ，授業で挙手する生徒は限られた上位層が多い傾向がある。数学を苦手とし，分数，小数，

正負の数や文字式の計算でつまずく生徒も少なくない。ただ，苦手意識はあるものの，周りに教えて

もらったり，質問したりしながら解決しようとする姿も見られる。苦手な生徒でも粘り強く取り組も

うとする生徒も多くいるので，そのような生徒の主体的に取り組む姿勢を大切にして，指導していき

たい。 

 

４ 「対話的な学び」の視点に立った授業改善について 

 「対話的な学び」の実現のためには，生徒が自由に発言できる環境を整えることが必要であると考え

ている。そのような環境をつくることで，生徒が「わかった」「わからない」という言葉が素直に発せら

れることができると考えている。本授業では，３～４人のグループを作り，お互いの考えを共有する時

間を設けたが，形式的な形に絞られず，一斉授業でも自由に発言できる環境を整えていきたい。 

 

５ 単元の目標 

（１）次のような知識及び技能を身に付けること。 

  (ア)二元一次方程式とその解の意味を理解することができる。 

  (イ)連立方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解することができる。 

  (ウ)簡単な連立方程式を解くことができる。 

（２）次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  (ア)一元一次方程式と関連づけて，連立方程式を解く方法を考察し表現することができる。 

  (イ)連立方程式を具体的な場面で活用することができる。 

（３）連立方程式のよさを実感して粘り強く考え，連立方程式について学んだことを生活や学習にい

かそうとしたり，連立方程式を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとした

りすることができる。 

 

６ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①二元一次方程式とその解の意

味を理解している。 

②連立二元一次方程式の必要性

と意味及びその解の意味を理

解している。 

③簡単な連立二元一次方程式を

解くことができる。 

①一元一次方程式と関連付け

て，連立二元一次方程式を解

く方法を考察し，表現するこ

とができる。 

②連立二元一次方程式を具体的

な場面で活用することができ

る。 

 

①連立二元一次方程式の必要性

と意味を考えようとしてい

る。 

②連立二元一次方程式について

学んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

③連立二元一次方程式を活用し

た問題解決の過程を振り返っ

て評価・改善しようとしてい

る。 

 



７ 指導と評価の計画 

[表○]単元指導及び評価計画「連立方程式」 13時間【本時の展開９時間目】 

◎…主たる評価の観点 ○…準ずる評価の観点 

時 
小単元 

名 

○学習問題（学習課題） ・学習内容 

波線下線…主たる対話的な学び 

評価の観点 主たる評価 

[観点](評価方法) 知 思 態 

１ 
連
立
方
程
式
と
そ
の
解 

○二元一次方程式とその解の意味 

・２つの文字をふくむ方程式を学習し，方程式を

成り立たせる𝑥と𝑦の組を求める。 

・二元一次方程式の解を求める方法を考え，その

解の表現方法を学習する。 

◎   

[知]二元一次方程式

とその解の意味を理

解している。  

(行動観察) 

２ 

 

○連立方程式とその解の意味 

・連立方程式とその解について知る。 

・𝑥，𝑦の値の組を代入することにより，連立方程

式の解であるか判別する。 

◎   

[知]連立二元一次方

程式の必要性と意味，

その解の意味を理解

している。(行動観察) 

３ 

４ 

連
立
方
程
式
の
解
き
方 

○加減法 

・直接２つの式をたしたりひいたりすることによ

って，方程式を解く。 

・片方の式を整数倍すれば解くことができる連立

方程式を解く練習をする。 

・両方の式を整数倍し，連立方程式を解く。 

◎ ○  

[知]簡単な連立二元

一次方程式を解くこ

とができる。 

（小テスト） 

[思]連立二元一次方

程式の必要性と意味

を考えようとしてい

る。（行動観察） 

５ 

○代入法 

・𝑥や𝑦の式を他方の式に代入して連立方程式を解

く。 

・片方の式を𝑥や𝑦の式に変形してから代入法を用

いて解く。 

・合理的に解を求める方法について考え，加減法

や代入法のよさや，共通点・相違点について話

し合う。 

◎ ○  

[知]簡単な連立二元

一次方程式を解くこ

とができる。 

（小テスト） 

[思]連立二元一次方

程式の必要性と意味

を考えようとしてい

る。（行動観察） 

６ 

７ 

○いろいろな連立方程式 

・かっこをふくむ連立方程式の解き方を考え，解

決する。 

・係数に分数をふくむ連立方程式の解き方を考

え，解決する。 

・係数が整数でない場合などの連立方程式の解き

方の工夫を考える。 

・Ａ=Ｂ=Ｃの形の方程式を，連立方程式の形に直

して解く。 

◎ ○  

[知]簡単な連立二元

一次方程式を解くこ

とができる。 

（小テスト） 

[思]連立二元一次方

程式の必要性と意味

を考えようとしてい

る。（行動観察） 



８ 

連
立
方
程
式
の
利
用 

○連立方程式の利用 

・連立方程式を代金に関する問題など具体的な場

面で活用する。 

・連立方程式とそれ以外の解き方（例えば，一元

一次方程式，表など）を比較することで，連立

方程式のよさを確認する。 

・文章題の解き方の手順を確認する。 

 ○ ◎ 

[思]連立二元一次方

程式を具体的な場面

で活用することがで

きる。（行動観察） 

[態]連立二元一次方

程式の必要性と意味

を考えようとしてい

る。（行動観察） 

９
（
本
時
） 

・連立方程式を身の回りの生活に関する問題など

具体的な場面で活用する。 

・文章題の解き方の手順を確認する。 

(1)問題の中の数量の関係を調べる。 

(2)文字を使って連立方程式に表し，解く。 

(3)解が問題にあっているか確かめる。 

 

 

◎  ○ 

[知]事象の中の数量

やその関係に着目し，

連立二元一次方程式

をつくることができ

る。（行動観察） 

[態]連立二元一次方

程式について学んだ

ことを生活や学習に

生かそうとしている。

（行動観察） 

10 

11 

・連立方程式を割合に関する問題など具体的な場

面で活用する。 

・連立方程式を速さ・時間・道のりに関する問題

など具体的な場面で活用する。 

・問題文を一部変えて解くことで，解が問題にあ

っているかどうか，その理由を考え，話し合う 

 

 ○ ◎ 

[思]連立二元一次方

程式を具体的な場面

で活用することがで

きる。（行動観察） 

[態] 連立二元一次方

程式を活用した問題

解決の過程を振り返

って評価・改善しよう

としている。 

（行動観察） 

12 

13 

章
末
問
題 

○学びをたしかめよう 

○学びを身につけよう    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 本時（第９時）について 

（１）本時の目標 

  ①事象の中の数量やその関係に着目し，連立二元一次方程式をつくることができる。 

【知識及び技能】 

  ②連立二元一次方程式について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

（２）本時の展開 

過程 
生徒の学習内容と活動 

波線下線部…主たる対話的な学び 

教師の指導・留意点 

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 

導入 

５分 

１ 連立方程式の解き方を復習する。GIGA タブを

利用して，解答を提出する。 

{
3𝑥 + 4𝑦 = 5
4𝑥 + 5𝑦 = 6

 

◎GIGA タブを利用して，出題や解説

を行う。 

問題 

把握 

５分 

２ 学習課題を把握する。 

 

 

 

３ 学習問題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 求めるものを確認する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・３人タイプの部屋と４人タイプの部屋の数 

◎プリントを配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎何を求めようとしているのかにつ

いて全体で確認し，２つ求めるもの

があることに気付かせる。 

予想 

５分 

５ 解決の方法を予想し，見通しを立てる。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・連立方程式を使って解く。 

・１つ１つ地道に計算する。 

 

６ 連立方程式の手順を確認する。 

（１）問題の中の数量に着目して，数量の関係を見つ

ける。 

（２）まだわかっていない数量のうち，適当なものを

文字で表して，連立方程式をつくって解く。 

◎今まで学習してきたことは何か考

えさせる。必要な生徒にはノートを

利用して，振り返るように指示す

る。 

 

◎手順をカードに書いて黒板に貼る。 

 

◎手順を確認することで，連立方程式

の利用に見通しを持たせる。 

＜学習課題＞  

今まで学習してきたことを使って，身の回りの生活に関する問題を解決しよう。 

＜学習問題＞ 

自然教室の実行委員長になった芽依さんは，先生から頼まれ宿泊の部屋割りを考え

ることになりました。部屋のタイプは次のようになっています。 

３人タイプの部屋 １室 3000 円 

４人タイプの部屋 １室 3500 円 

先生からは宿泊料金の合計金額を 46000 円，部屋の数を 14 室にするように指示さ

れました。２年生の人数は 50 人です。 

 では，３人タイプの部屋と４人タイプの部屋は，それぞれ何室必要か求めなさい。 



（３）解が問題にあっているか確かめる。 

自力 

解決 

15 分 

７ 各自で解く。 

＜予想される生徒の反応＞ 

（１）３人タイプの部屋を x 室，４人タイプの部屋

を y 室とすると， 

      {
𝑥 +  𝑦 = 14・・・①

3𝑥 + 4𝑦 = 50・・・②
 

 これを解くと，(𝑥, 𝑦) = (6,8) 

 この解は問題にあっている。 

 ３人タイプの部屋 ６室，４人タイプの部屋 ８室 

 

（２）      {
𝑥 +    𝑦 = 14・・・①

3000𝑥 + 3500𝑦 = 46000・・・③
 

 

（３）      {
3𝑥 +     4𝑦 = 50・・・②

3000𝑥 + 3500𝑦 = 46000・・・③
 

 

◎式を立てられない生徒には，言葉の

式で表現することで，数量関係を明

らかにし，数量を文字で表せるよう

にする。 

◎数量を文字で表せない生徒には，具

体的な数を例示して，式に表せるよ

うに支援する。 

◎１つの連立方程式の組で解くこと

ができたら，他の組み合わせでも解

いてみるように促す。 

◎①～③の二元一次方程式をそれぞ

れつくることができたか確認する。 

◆事象の中の数量やその関係に着目

し，連立二元一次方程式をつくるこ

とができるか。【知識・技能】 

（行動観察） 

◆連立二元一次方程式について学ん

だことを生活や学習に生かそうと

しているか。【主体的に学習に取り

組む態度】（行動観察） 

比較 

検討 

８分 

８ GIGA タブを利用して，各自の解法をグループ

で共有する。 

 

 

９ GIGA タブを利用して，代表生徒が解法を発表

する。 

 

◎GIGA タブを利用して，各グループ

で考えを共有させる。 

◎机間指導を行い，発表できる代表生

徒を確認する。 

◎A＝B＝C の形の方程式であること

をおさえる。 

◎説明を聞いている生徒の表情を確

認し，不明点がありそうな箇所を，

代表生徒に再度説明させる。 

適用 

７分 

10 適用問題を解く。 

４人タイプの部屋，５人タイプの部屋，合計代金が

41500 円，３年生の人数 50 人の場合を考える。 

◎学習問題と何が変わったのか考え

させる。合計部屋数の条件が減って

いることを確認する。 

まとめ 

５分 

11 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

12 本時のわかったこと・感想をまとめる。GIGA タ

ブを利用して，提出する。 

 

 

 

 

 

◎GIGA タブを利用して，わかったこ

と・感想などを提出するように指示

する。 

＜まとめ＞  

連立方程式を利用することで，身の回りの生活に関する問題を解決することができる。 



（３）本時の評価 

①事象の中の数量やその関係に着目し，連立二元一次方程式をつくることができるか。 

【知識・技能】 

  ②連立二元一次方程式について学んだことを生活や学習に生かそうとしているか。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

（４）板書計画 

 

                         ＜求めるもの＞ 

                        ・３人タイプの部屋と４人タイプの部屋 

 

                         ＜連立方程式を解く手順＞ 

                        （１）問題の中の数量に着目して，数量の関係を

見つける。 

                        （２）まだわかっていない数量のうち，適当なも   

のを文字で表して，連立方程式をつくって解

く。 

                        （３）解が問題にあっているか確かめる。 

                          

                         

  

 

 

 

（５）配布プリント 

２年  組   番  氏名          

＜学習課題＞ 

 

 

 

 

＜学習問題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然教室の実行委員長になった芽依さんは，先生から頼まれ宿泊の部屋割りを考えることになりま

した。部屋のタイプは次のようになっています。 

３人タイプの部屋 １室 3000 円 

４人タイプの部屋 １室 3500 円 

先生からは宿泊料金の合計金額を 46000 円，部屋の数を 14 室にするように指示されました。２年

生の人数は 50 人です。 

 では，３人タイプの部屋と４人タイプの部屋は，それぞれ何室必要か求めなさい。 

＜学習課題＞ 

今まで学習してきたことを使って，身の回り

の生活に関する問題を解決しよう。 

 
＜学習問題＞ 

自然教室の実行委員長になった芽依さんは，先生から頼ま

れ宿泊の部屋割りを考えることになりました。部屋のタイプ

は次のようになっています。 

３人タイプの部屋 １室 3000 円 

４人タイプの部屋 １室 3500 円 

先生からは宿泊料金の合計金額を 46000 円，部屋の数を 14

室にするように指示されました。２年生の人数は 50 人です。 

 では，３人タイプの部屋と４人タイプの部屋は，それぞれ何

室必要か求めなさい。 

＜まとめ＞ 

連立方程式を利用することで，身の回りの生

活に関する問題を解決することができる。 



＜自分の考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜他の人の考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜適用問題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自分の考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行の実行委員長になった蕗さんは，先生から頼まれ宿泊の部屋割りを考えることになりまし

た。部屋のタイプは次のようになっています。 

４人タイプの部屋 １室 3500 円 

５人タイプの部屋 １室 4000 円 

先生からは宿泊料金の合計金額を 41500 円にするように指示されました。３年生の人数は 50 人で

す。 

 では，４人タイプの部屋と５人タイプの部屋は，それぞれ何室必要か求めなさい。 



＜まとめ＞ 

 

 

 

 

 

＜わかったこと・感想＞ 

 

 

 

 

 

 

 




